
資料－１ 

東北自動車道 碇ヶ関ＩＣ～大鰐弘前ＩＣ間で 

大規模橋りょう補修工事による終日対面通行規制を実施 

～高速道路リニューアルプロジェクト～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本青森管理事務所（青森県青森市）は、   東北自動車道碇ヶ関ＩＣ～大鰐弘前ＩＣ

間に位置する梨子野木橋（なしのきばし）において、老朽化した鉄筋コンクリート床版を新しい床版に取

り替える工事のため、上下線各２車線の区間を１車線に減少させ、片側に集約する対面通行規制を５

月２３日（水）から終日実施させていただきます。 

工事期間中はご迷惑をおかけしますが、終日対面通行規制を実施しますので、当該区間を利用さ

れる場合、更なる安全運転に努めていただきますとともに、ご利用の際には時間に余裕をもってお出か

け下さいますようお願い致します。 

工事期間中は工事専用ホームページ【http://www.e-nexco.co.jp/renewal/touhokudou/】、また

は『ドラとら』などのＷｅｂサイトに交通情報を掲載しますので、高速道路をご利用の際にご確認いただき

ますようお願い致します。 

高速道路ネットワーク機能を長期にわたって健全に保つために必要な工事となります。お客さまへの

ご迷惑を最小限とするように取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願い致します。 

 

１． 通行規制区間 東北自動車道 碇ヶ関ＩＣ～大鰐弘前ＩＣ（上下線） 

      

Ｅ４

Ｅ４ 



２．通行規制期間 

  平成３０年５月１６日（水）～平成３０年７月２５日（水）（７１日間） 

 ※阿闍羅（あじゃら）ＰＡ（下り線）は平成３０年５月７日（月）～平成３０年７月１７日（火）まで、 

終日閉鎖します。 



３．工事規制ステップ図 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【工事概要】 

 東北自動車道 碇ヶ関ＩＣ～大鰐弘前ＩＣ間に位置する梨子野木橋は、開通から約３５年が経過し、

車両の大型化による輪荷重の繰り返しで微細なひび割れや、冬期間の凍結防止剤散布の塩分などが

原因となり、コンクリート床版の劣化や鉄筋に錆などが生じているため、抜本的な老朽化対策工事を実

施する必要があります。 

 橋のコンクリート床版を交換することから、終日対面通行規制などを実施しながら工事を行う必要が

あります。このため、走行できる車線が２車線から１車線に規制されます。 

 

【ご利用時のお願い】 

① 工事に伴い、約５．０ｋｍにわたり、上下線各２車線の区間を１車線に減少させ、上り線に集約し終

日対面通行規制を実施します。工事期間中は終日対面通行規制による渋滞発生は予測されて

おりませんが、当該区間を利用される場合は、更なる安全運転に努めていただきますとともに、ご

利用の際は、時間に余裕をもってお出かけくださいますようにお願いいたします。 

② 対面通行規制区間では走行車線や路肩は狭くなっているため、走行する際は規制速度を遵守し、

車間距離を確保して追突事故などには十分注意をお願いします。また、対面通行規制区間の前

後では大きく車線が切り替わりますので、現地の案内看板などに従って通行をお願いします。 

③ 工事現場周辺では、工事用車両の出入りがありますので、前方に十分注意して通行をお願いしま

す。 

④ 工事期間中は、道路情報板や路上標識、簡易情報板を活用した工事規制情報の提供や安全に

走行していただくための注意の呼びかけを実施してまいります。走行の際にはこれらの情報を確認

のうえ、安全に走行していただきますようお願いします。 

⑤ お出かけ前に「ドラとら」などの Web サイトで最新の通行規制や渋滞情報をご確認ください。 

 

◆工事現場周辺での情報提供イメージ写真 

      【道路情報板】              【路上標識】              【簡易情報板】 

 


